平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名:　 eq \o\ac(□,新)身近な水環境保全活動支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）  　  
環境生活部　清流の国ぎふづくり推進課
　　　　　　　　　　  

清流の国づくり県民運動担当　電話番号：058-272-1111（内2697）            

 E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp



      
	事業費


　要求額：2,350千円（前年度予算額：　0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


子どもたちに、川、海の環境保全には、身近な水環境を保全することが重要であることを認識してもらうため、子どもたちが、水路や側溝など身近な水環境における水の流れや身近な水環境と川、海のつながりを学ぶ活動を支援する。
　　○身近な水環境の保全に関する環境学習の実施（県内小・中学校　20校）
説明、実習、成果のまとめを約2時間実施

　　＊実施例
	所要時間
	内容
	場所等

	30分
	【説明】

水路や側溝など身近な水環境における水の起源と行き先、水の大切さについて説明を受ける
	学校内の教室等

	40分
	【実習】

水路や側溝など身近な水環境から川まで実際に歩き、水の流れを確認しながら、生き物調査、水質調査、ゴミ拾い等を行う
	学校付近の水路等～川

	10分
	休憩
	

	40分
	【成果のまとめ】

水の流れ方や生き物の生息状況等をまとめ、身近な水環境の現状を認識し、川、海とのつながりの中で身近な水環境保全が果たす役割を考える
	学校内の教室等


	２　所要経費


事務費：  －（　350）千円

補助金：　－（2,000）千円（@100千円×20校）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとを守る

　　　
	２　これまでの取組状況


　　本県の河川は、H21年度に水質の汚れの程度を示すＢＯＤについて100％の環境基準を達成したが、県民からの河川水質の評価は､一部の支流や小河川など県民に身近なところでは十分ではないとの意見がある。
	３　これまでの取組に対する評価


今後、支流や小河川などの水環境を改善していくためには、身近な水環境について、川や海とのつながり等を学習する機会や清掃する活動を推進していく必要がある。
	決定額の考え方


事業内容が重複する林政部の「森と水と木の環境教育推進事業費」にて実施することとし、計上を見送ります。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	　　　　　0
	0
	0
	0
	0
	0
	　　　　0
	0
	　　　0

	要求額
	2,350
	0
	0
	0
	0
	0
	2,350
	0
	0

	決定額
	0
	
	
	
	
	
	0
	
	


